
行
政
研
究

市
営
埋
立
て
事
始
め

　
本
文
は
、
横
浜
港
が
商
業
貿
易
港
か
ら
出
発

し
て
、
商
・
工
業
港
へ
と
脱
皮
す
る
契
機
と
な

っ
た
、
神
奈
川
方
面
と
本
牧
・
根
岸
湾
で
同
時

に
生
ま
れ
た
二
つ
の
市
営
埋
立
て
の
発
想
か
ら

具
体
化
へ
の
過
程
と
土
地
利
用
の
変
遷
を
、
社

会
、
経
済
的
な
関
わ
り
の
中
で
た
ど
っ
て
み
た

も
の
で
あ
る
。

市
営
埋
立
て
の
ル
ー
ツ

①
-
横
浜
経
済
協
会
の
工
場
誘
致
策
と
双
子
の

　
　
埋
立
計
画
の
誕
生

　
明
治
三
十
八
年
八
月
十
一
日
、
市
港
湾
改
良

期
成
委
員
会
が
設
立
さ
れ
た
。
横
浜
税
関
設
備

工
事
と
し
て
大
蔵
省
で
施
行
さ
れ
て
い
た
第
二

期
築
港
（
現
・
新
港
ふ
頭
）
が
、
日
露
戦
争
の

勃
発
に
よ
っ
て
中
止
さ
れ
よ
う
と
し
た
と
き
、

工
事
を
速
成
さ
せ
る
た
め
こ
の
委
員
会
は
、
横

浜
商
業
会
議
所
と
協
力
し
て
、
国
に
続
行
を
働

き
か
け
、
費
用
の
三
分
の
一
を
分
担
す
る
こ
と

を
提
案
し
、
日
本
最
初
の
国
・
市
に
よ
る
港
湾

共
同
経
営
を
実
現
さ
せ
る
原
動
力
と
な
っ
た
。

　
そ
の
後
、
明
治
四
十
年
九
月
、
公
共
施
設
整

図‐１　横浜市の埋立変遷図

田
中
常
義
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「
子
安
・
生
麦
地
先
」
埋
立
て
（
恵
比
須
・
宝
・
大
黒
町
）
と
、
「
本
牧
・
根
岸
地
先
」
（
根
岸
湾
臨
海
工
業
地
帯
）

の
計
画
か
ら
具
体
化
へ
の
変
遷

一



備
と
財
源
調
査
の
た
め
の
市
設
備
調
査
臨
時
委

員
会
が
設
置
さ
れ
、
引
続
き
明
治
四
十
三
年
三

月
、
横
浜
経
済
協
会
（
以
下
「
協
会
」
と
い

う
）
が
設
置
さ
れ
ふ
。
「
協
会
」
は
、
発
足
当

初
か
ら
工
場
招
致
策
を
主
要
課
題
と
し
て
と
り

図‐２　「子安･生麦地先」埋立計画変遷図

あ
げ
た
。
そ
れ
は
、
港
の
隣
接
地
に
お
け
る
工

業
の
発
展
が
原
料
輸
入
と
製
品
輸
出
を
促
進
し
、

貿
易
の
増
大
を
も
た
ら
す
で
あ
ろ
う
こ
と
が
、

す
で
に
明
治
二
十
六
年
、
横
浜
港
が
輸
入
額
で

神
戸
港
に
ぬ
か
れ
た
こ
と
か
ら
実
証
さ
れ
て
い

図‐３　「本牧･根岸地先」埋立計画変遷図

た
か
ら
で
あ
る
。

　
同
年
十
二
月
に
は
、
「
協
会
」
は
工
場
招
致

策
の
原
案
を
決
定
す
る
。

　
ま
ず
舟
運
の
た
め
の
水
利
が
工
業
の
発
展
の

た
め
に
最
も
重
要
で
あ
り
、
運
輸
交
通
の
便
を

図
り
、
港
湾
施
設
の
整
備
が
前
提
で
あ
る
と
し

て
、
ア
工
業
用
地
と
し
て
市
営
に
よ
り
造
成
し

た
埋
立
地
の
実
費
払
下
げ
イ
水
道
の
低
廉
供
給

ウ
労
働
紹
介
所
の
設
置
エ
市
営
食
糧
品
市
場
の

設
置
と
労
働
者
へ
の
低
廉
な
物
資
あ
っ
せ
ん
オ
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表
-
１
　
主
要
市
営
埋
立
の
計
画
・
実
施
の
変
遷

72調査季報98　88.6



調査季報98　88.673



74調査季報98　88.6



表
－
１
　
主
要
市
営
埋
立
の
計
画
・
実
施
の
変
遷
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教
育
・
娯
楽
機
関
の
設
置
カ
新
工
場
へ
の
一
定

期
間
市
税
の
免
除
ま
た
は
減
額
キ
ガ
ス
・
電
気

の
供
給
等
が
そ
の
骨
子
で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち

市
が
最
初
に
と
り
上
げ
た
の
は
、
市
営
に
よ
る

公
有
水
面
の
埋
立
計
画
で
あ
る
。

　
明
治
四
十
四
年
三
月
七
日
の
市
会
で
、
「
橘

バ
ナ
樹
郡
子
安
村
及
同
生
見
尾
村
地
先
海
面
埋
立
」

　
（
現
・
恵
比
須
、
宝
、
大
黒
町
で
以
下
「
子
安

　
・
生
麦
地
先
」
と
い
う
。
図
－
２
の
①
）
と
、

　
「
市
・
本
牧
町
、
根
岸
町
、
久
良
岐
郡
屏
風
ヶ

浦
村
字
磯
子
地
先
海
面
埋
立
」
（
現
・
根
岸
湾

埋
立
の
一
部
で
、
ほ
ぼ
図
－
３
の
③
～
⑦
に
相

当
す
る
区
域
と
思
わ
れ
る
が
、
計
画
図
は
未
見

で
あ
る
。
以
下
「
本
牧
・
根
岸
地
先
」
と
い

う
）
を
埋
立
て
て
、
工
場
用
地
（
注
）
と
し
て

実
費
で
譲
渡
す
る
案
を
可
決
し
た
。
（
筆
者
注

・
明
治
四
十
四
年
三
月
七
日
付
け
の
埋
立
申
請

書
で
は
、
埋
立
目
的
が
”
本
市
発
展
ノ
趨
勢
ニ

鑑
ミ
是
非
共
海
岸
線
二
於
テ
宅
地
造
成
ノ
必
要

緊
切
ナ
ル
ヲ
認
メ
”
と
な
っ
て
い
る
が
、
市
会

の
議
論
か
ら
、
工
場
用
地
と
解
釈
す
べ
き
で
あ

ろ
う
）

　
ま
た
、
”
（
大
桟
橋
・
新
港
ふ
頭
、
関
内
地
区

を
中
心
と
し
て
）
海
面
二
向
ヒ
マ
シ
テ
両
手
ヲ

拡
ゲ
タ
ル
如
ク
市
域
ヲ
拡
張
シ
テ
水
運
ノ
便
ヲ

籍
リ
…
…
陸
上
ノ
交
通
ヲ
利
便
ナ
ラ
シ
メ
タ
ナ

ラ
バ
、
近
キ
将
来
二
於
テ
横
浜
ヲ
シ
テ
工
業
地

ト
シ
テ
商
業
ト
相
並
ン
デ
、
即
チ
商
業
ノ
ソ
レ

ノ
如
ク
エ
業
ヲ
発
達
”
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

し
、
こ
の
た
め
”
工
業
誘
致
二
必
要
ナ
ル
意
味

二
於
テ
ノ
横
浜
市
営
ノ
埋
立
”
て
が
必
要
で
あ

る
と
建
議
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
「
協
会
」
の
工

業
振
興
策
の
具
体
化
で
あ
り
、
こ
こ
に
京
浜
工

業
地
帯
の
重
要
な
一
角
を
占
め
る
こ
と
に
な
る

双
子
の
埋
立
計
画
の
胎
動
が
始
ま
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
”
此
案
二
ツ
ト
モ
市
が
巨
額
ノ
金

ヲ
投
ジ
テ
此
地
ヲ
得
ヨ
ウ
ト
云
フ
ノ
ガ
唯
一
ノ

目
的
デ
ハ
ナ
イ
。
殊
二
大
ナ
ル
目
的
ハ
即
チ
工

場
誘
致
卜
云
フ
目
的
ガ
ア
ル
。
…
…
十
分
調
査

ヲ
シ
タ
所
デ
初
メ
テ
事
業
二
著
手
ス
ル
コ
ト
ニ

相
成
ル
ノ
デ
…
…
（
こ
の
提
案
は
）
権
利
取
得

ノ
一
方
法
ニ
過
ギ
ナ
イ
″
も
の
で
あ
っ
た
。

　
市
が
次
に
決
定
し
た
の
は
、
明
治
四
十
四
年

の
工
場
誘
致
の
た
め
の
「
工
場
に
関
す
る
市
税

免
除
規
程
」
で
あ
り
、
こ
の
中
で
、
工
場
地
区

を
指
定
し
、
地
区
内
に
あ
る
会
社
や
個
人
を
対

象
と
し
て
、
五
年
間
の
市
税
を
免
除
す
る
こ
と

と
し
た
。
こ
れ
は
昭
和
十
年
改
正
で
三
年
間
、

同
十
一
年
の
全
面
改
正
で
四
年
間
と
な
っ
た
が
、

こ
の
発
想
は
、
第
二
次
大
戦
後
の
高
度
経
済
成

長
期
の
大
黒
町
・
根
岸
湾
の
市
営
埋
立
て
へ
の

企
業
誘
致
時
に
は
三
年
間
と
な
り
、
同
趣
旨
の

条
例
に
引
き
継
が
れ
る
（
表
－
２
）
。
な
お
、

こ
の
と
き
定
め
ら
れ
た
”
工
場
地
区
”
は
、
神

奈
川
、
平
沼
、
大
岡
・
堀
割
川
方
面
の
水
運
の

便
の
良
い
地
区
が
指
定
さ
れ
た
が
、
こ
の
地
区

が
、
第
二
次
大
戦
後
の
市
と
し
て
は
初
め
て
の

臨
海
部
の
都
市
再
開
発
型
の
金
沢
地
先
埋
立
地

へ
の
住
・
工
混
在
解
消
の
た
め
の
工
場
移
転
優

先
地
区
（
図
－
４
）
と
ほ
ぼ
重
な
る
こ
と
と
な

工場誘致又は企業進出のための免税措置表‐２
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り
、
都
市
の
ス
プ
ロ
ー
ル
化
と
都
市
計
画
の
長

期
的
な
整
合
の
難
し
さ
を
改
め
て
浮
き
ぼ
り
に

し
た
感
を
深
く
す
る
の
で
あ
る
。

②
-
「
子
安
・
生
麦
地
先
」
埋
立
の
誕
生

　
そ
の
後
、
「
子
安
・
生
麦
地
先
」
は
、
懸
案

と
な
り
つ
つ
も
、
大
正
十
二
年
の
関
東
大
震
災

に
よ
る
書
類
焼
失
の
た
め
頓
挫
し
た
が
、
大
正

図‐4　移転希望工場の分布

　　　　(S42.12現在全工場)

十
四
年
五
月
、
市
長
に
就
任
し
た
有
吉
忠
一
は
、

当
時
の
横
浜
港
の
実
情
を
憂
慮
し
、
港
湾
施
設

の
整
備
拡
充
が
最
重
要
課
題
で
あ
る
と
の
認
識

か
ら
、
就
任
後
初
の
市
会
で
、
港
湾
部
の
新
設

を
提
案
し
、
七
月
十
六
日
に
発
足
さ
せ
た
。

　
大
正
十
五
年
三
月
、
内
務
省
臨
時
横
浜
港
調

査
委
員
会
に
よ
り
、
現
在
の
外
防
波
堤
に
当
る

　
”
新
防
波
堤
”
（
図
－
５
参
照
）
の
築
造
を
中

心
と
し
た
「
横
浜
港
将
来
の
拡
張
計
画
」
が
つ

く
ら
れ
た
。
こ
れ
に
呼
応
し
て
発
足
し
た
市
臨

時
港
湾
委
員
会
が
当
面
着
手
す
べ
き
重
要
事
業

と
し
て
、
浅
野
と
の
競
願
に
よ
り
一
時
取
下
げ

ら
れ
て
い
た
「
子
安
・
生
麦
地
先
」
埋
立
が
再

び
脚
光
を
あ
び
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
図
―
２
の
①
～
④
に
み
る
よ
う
に
、
明
治
末

年
ま
で
は
、
港
の
拡
張
計
画
と
周
辺
地
域
の
急

速
な
工
業
化
に
よ
る
用
地
の
需
要
に
応
え
る
必

要
か
ら
、
「
大
正
十
四
年
三
月
計
画
」
、
「
同
十

月
計
画
」
を
経
て
、
「
大
正
十
五
年
十
一
月
十

七
日
計
画
」
で
、
現
在
の
「
恵
比
須
、
宝
、
大

黒
町
埋
立
地
」
が
、
ほ
ぼ
現
況
の
形
に
確
定
し
、

胎
動
を
始
め
て
か
ら
実
に
十
五
年
の
歳
月
を
経

て
よ
う
や
く
実
施
へ
の
手
順
が
整
う
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
現
地
の
着
工
ま
で
に
は
、
更
に
第
一

次
大
戦
後
の
恐
慌
の
失
業
救
済
事
業
で
あ
っ
た

県
営
の
鶴
見
川
河
口
改
修
と
、
そ
の
浚
渫
土

砂
に
よ
る
現
在
の
末
広
町
の
「
潮
田
地
先
」

　
（
図
－
２
⑤
）
埋
立
の
鶴
見
川
河
口
で
の
浚
渫

位
置
の
競
合
問
題
の
解
決
を
待
た
ね
ば
な
ら
な

か
っ
た
。
こ
の
埋
立
事
業
は
、
昭
和
二
年
六
月

二
日
、
本
市
の
開
港
記
念
日
に
起
工
式
を
あ
げ

た
。
ち
な
み
に
、
三
地
区
（
現
・
恵
比
須
、
宝
、

大
黒
町
）
と
、
京
浜
国
道
と
の
連
絡
橋
で
あ
る

恵
比
須
橋
、
布
袋
橋
、
寿
老
橋
、
大
黒
橋
は
、

い
ず
れ
も
埋
立
て
に
使
用
し
た
浚
渫
船
名
か
ら

と
っ
た
も
の
で
、
当
時
の
市
史
編
纂
係
が
名
付

け
親
で
あ
る
。
こ
の
中
で
、
弁
天
橋
が
な
い
の

は
、
明
治
二
年
架
橋
の
大
岡
川
口
の
弁
天
橋
が

既
に
あ
り
、
”
横
浜
発
祥
ノ
枢
要
街
区
タ
ル
本

町
通
リ
ニ
ア
リ
テ
（
既
に
）
人
ロ
ニ
檜
灸
シ
”

て
い
る
と
し
て
除
外
さ
れ
た
。

③
-
「
本
牧
・
根
岸
地
先
」
埋
立
の
誕
生

　
一
方
、
「
本
牧
・
根
岸
地
先
」
は
、
当
初
の

住
宅
地
か
ら
、
臨
海
工
業
地
帯
造
成
へ
と
変
身

し
、
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
の
は
、
昭
和
十
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四
年
十
一
月
に
、
東
京
側
か
ら
、
東
京
港
開
港

の
陳
情
書
が
政
府
へ
提
出
さ
れ
て
以
来
、
横
浜

側
の
全
市
的
な
反
対
運
動
が
展
開
さ
れ
、
解
決

の
大
詰
め
に
き
た
段
階
で
、
横
浜
独
白
の
振
興

策
を
協
議
す
る
場
と
し
て
、
昭
和
十
六
年
五
月

二
十
日
、
東
京
開
港
の
直
前
の
十
五
日
に
設
置

さ
れ
た
「
臨
時
横
浜
市
振
興
協
議
会
」
（
以
下

　
「
協
議
会
」
と
い
う
）
に
よ
っ
て
で
あ
る
。

　
「
協
議
会
」
は
、
市
長
の
諮
問
機
関
と
し
て
、

⑦
港
の
利
用
増
進
⑦
産
業
の
発
達
回
文
化
の
進

展
並
び
に
交
通
の
整
備
、
そ
の
他
市
の
振
興
に

関
す
る
事
項
を
調
査
、
審
議
し
、
同
年
十
月
二

十
一
日
答
申
書
を
提
出
し
た
。

　
会
長
に
は
、
県
知
事
を
四
年
歴
任
し
、
関
東

大
震
災
後
の
市
政
を
受
持
ち
、
港
湾
の
振
興
に

特
に
力
を
入
れ
た
、
当
時
の
商
工
会
議
所
会
頭

の
有
吉
忠
一
が
選
ば
れ
た
。
「
協
議
会
」
に
よ

っ
て
、
産
業
開
発
を
進
め
る
手
段
と
し
て
の
工

場
招
致
、
工
場
適
地
の
造
成
の
た
め
、
”
桜
木

町
カ
ラ
省
線
（
現
・
Ｊ
Ｒ
根
岸
線
）
ノ
延
長
”
、

　
”
大
岡
川
卜
堀
割
川
ノ
ニ
ツ
ヲ
（
港
と
）
運
河

デ
結
付
ケ
”
、
”
工
場
用
水
ト
シ
テ
地
下
水
ノ
利

用
が
可
能
”
で
あ
る
等
の
立
地
条
件
を
備
え
る

　
”
磯
子
ト
杉
田
方
面
”
の
埋
立
案
が
提
案
さ
れ

た
。
　
”
モ
ウ
一
ツ
磯
子
方
面
ヲ
開
発
シ
ナ
ケ
レ
バ
ナ

ラ
ヌ
ト
云
フ
ノ
ハ
最
近
鶴
見
・
神
奈
川
附
近
ガ

エ
場
地
帯
ト
シ
テ
発
展
シ
テ
参
り
了
ン
テ
経
済

的
ナ
カ
ガ
総
テ
向
フ
ヘ
移
ッ
テ
行
キ
旧
横
浜
カ

ラ
段
々
北
ノ
方
へ
経
済
ノ
中
心
が
移
行
シ
テ

行
”
き
、
”
恰
度
翼
ヲ
両
方
二
拡
ゲ
テ
居
ル
ヤ

ウ
ナ
エ
合
二
同
ジ
ヨ
ウ
ナ
経
済
地
帯
ヲ
持
ツ
コ

ト
ニ
ナ
ル
ノ
デ
、
旧
横
浜
（
関
内
方
面
）
が
中

心
ノ
経
済
機
構
”
と
な
る
と
い
う
明
治
期
か
ら

の
関
内
中
心
主
義
の
よ
う
な
考
え
方
が
、
こ
こ

に
も
の
ぞ
か
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
「
磯
子

町
地
先
よ
り
杉
田
町
地
先
に
至
る
埋
立
地
」
計

画
が
戦
時
生
産
力
の
増
強
の
た
め
の
臨
海
工
場

用
地
造
成
を
目
的
と
し
て
計
画
さ
れ
る
よ
う
に

な
る
。
（
図
－
３
の
⑧
）

　
し
か
し
、
第
二
次
大
戦
後
、
外
貨
獲
得
の
有

力
手
段
と
し
て
、
”
国
際
観
光
地
帯
と
し
て
自

然
の
風
光
に
富
ん
だ
根
岸
地
先
を
埋
立
て
、
外

客
の
憩
い
の
場
と
し
て
、
観
光
ホ
テ
ル
、
外
人

ク
ラ
ブ
、
小
型
飛
行
場
、
国
際
遊
技
場
、
博
物

館
、
植
物
園
並
び
に
高
級
住
宅
を
造
成
し
て
国

際
観
光
基
地
”
と
す
る
計
画
が
立
て
ら
れ
る
な

ど
の
紆
余
曲
折
を
経
た
も
の
の
、
こ
の
地
区
が
、

臨
海
工
業
地
帯
の
造
成
と
し
て
具
体
化
さ
れ
る

の
は
、
昭
和
三
十
年
代
の
経
済
の
高
度
成
長
期

の
企
業
誘
致
ブ
ー
ム
の
時
期
ま
で
待
た
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　
双
子
の
埋
立
と
し
て
、
②
項
で
述
べ
た
。
姉

に
当
る
″
「
子
安
・
生
麦
地
先
」
は
、
す
で
に

昭
和
十
二
年
末
ま
で
に
完
成
し
て
お
り
、
更
に
、

そ
の
地
先
海
面
に
内
務
省
土
木
会
議
で
「
大
黒

町
・
宝
町
地
先
」
（
図
－
５
の
⑥
）
が
計
画
さ

れ
、
第
二
次
大
戦
後
の
市
営
埋
立
の
は
し
り
と

な
る
「
大
黒
町
地
先
埋
立
事
業
」
へ
の
新
し
い

胎
動
が
始
ま
る
の
で
あ
る
。

つ
た
。
″

　
そ
の
た
め
同
一
地
先
海
面
で
の
利
権
獲
得
の

た
め
の
埋
立
て
競
願
が
続
発
し
た
。
競
願
が
い

か
に
多
か
っ
た
か
は
、
「
子
安
・
生
麦
地
先
」

の
埋
立
て
が
「
浅
野
・
子
安
造
船
所
用
地
」
計

画
と
の
競
合
で
市
営
案
が
取
り
下
げ
ら
れ
る
に

至
っ
た
後
の
、
大
正
十
四
年
三
月
市
会
で
。

　
”
個
人
ヨ
リ
モ
多
数
出
願
サ
レ
テ
居
ル
区
域
”

を
。
此
ノ
俊
二
置
キ
マ
ス
ル
ト
自
然
財
界
ノ
景

気
が
回
復
致
シ
マ
ス
ル
ト
共
二
埋
立
出
願
者
モ

亦
続
出
し
、
将
来
ノ
横
浜
港
ノ
拡
張
卜
云
フ
コ

ト
ニ
モ
大
ナ
ル
妨
害
ト
ナ
リ
マ
ス
ル
”
し
。
民

間
ノ
個
々
ノ
出
願
卜
云
フ
モ
ノ
ガ
生
ジ
テ
来
ヌ

ヤ
ウ
ニ
シ
タ
イ
″
と
い
う
議
論
が
あ
っ
た
こ
と

か
ら
も
、
そ
の
す
さ
ま
じ
さ
が
う
か
が
え
よ
う
。

②
-
二
大
埋
立
て
事
件

　
こ
れ
ま
で
最
も
大
き
な
社
会
問
題
に
ま
で
な

っ
た
も
の
に
、
明
治
三
十
二
年
の
「
新
山
下
町

埋
立
」
に
か
ら
む
横
浜
港
埋
立
事
件
、
大
正
九

～
十
年
の
滝
頭
町
・
磯
子
町
埋
立
地
の
磯
子
埋

立
問
題
が
あ
り
、
そ
の
舞
台
と
な
っ
た
の
は
、

そ
れ
ぞ
れ
図
-
３
の
①
、
④
地
先
水
面
で
あ
る
。

　
前
者
は
、
三
つ
巴
の
競
願
で
あ
り
、
”
日
清

戦
争
後
、
飛
躍
的
に
発
展
し
て
き
た
実
業
界
と
、

戦
後
経
営
を
遂
行
す
る
た
め
に
と
ら
れ
た
地
租

増
徴
案
に
か
ら
み
、
中
央
政
権
と
結
び
つ
い
た

買
収
事
件
と
が
交
錯
し
た
と
こ
ろ
の
（
明
治
三

十
年
）
前
半
の
日
本
の
一
つ
の
縮
図
”
と
い
わ

れ
た
。
こ
れ
は
、
民
間
の
話
し
合
い
で
民
営
に
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埋
立
て
出
願
の
競
願
問
題
と
民
営
か

ら
公
営
へ
の
移
行

①
-
埋
立
て
の
法
律

　
狭
い
国
土
の
わ
が
国
で
は
、
古
く
か
ら
水
面

を
埋
立
て
陸
地
を
つ
く
る
こ
と
が
盛
ん
に
行
わ

れ
て
き
た
。
そ
し
て
、
横
浜
こ
そ
埋
立
の
歴
史

そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。

　
埋
立
の
法
律
に
は
、
明
治
二
十
三
年
、
勅
令

三
六
七
号
官
有
地
取
扱
規
則
（
以
下
「
規
則
」

と
い
う
）
、
同
年
内
務
省
訓
令
三
六
号
公
有
水

面
埋
立
及
使
用
免
許
取
扱
方
（
以
下
「
取
扱

方
」
と
い
う
）
が
あ
り
、
「
規
則
」
の
一
二
条

に
、
”
官
二
属
ス
ル
公
有
水
面
ヲ
埋
立
テ
民
有

地
ト
ナ
サ
ン
コ
ト
ヲ
請
フ
モ
ノ
ア
ル
ト
キ
ハ
、

公
衆
ノ
妨
害
ト
ナ
ラ
ザ
ル
部
分
二
限
り
之
ヲ
許

可
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
”
と
あ
る
の
み
で
、
手
続
き

は
「
取
扱
方
」
に
規
定
さ
れ
て
い
た
。

　
し
か
し
、
大
正
三
年
、
第
一
次
大
戦
時
の
重

化
学
工
業
化
に
よ
る
臨
海
部
埋
立
の
増
加
、
大

正
七
年
八
月
に
起
き
た
米
騒
動
を
契
機
に
、
食

糧
問
題
解
決
の
た
め
の
埋
立
て
が
奨
励
さ
れ
る

な
ど
の
背
景
を
受
け
て
、
大
正
十
年
に
、
法
律

五
七
号
で
現
行
の
公
有
水
面
埋
立
法
が
公
布
、

翌
十
一
年
に
施
行
さ
れ
る
。

　
「
取
扱
方
」
の
手
続
き
は
、
関
係
市
町
村
会
へ

の
諮
問
、
公
益
上
の
制
限
、
埋
立
権
の
譲
渡
等

の
制
限
は
あ
っ
た
が
、
。
埋
立
権
利
者
や
埋
立

業
者
に
大
き
な
利
益
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ

二



重
工
業
・
化
学
工
業
等
の
躍
進
的
振
興
は
正
に

我
国
産
業
発
展
の
趨
向
を
指
示
す
る
も
の
と
し

て
寔
に
喜
ぶ
べ
き
現
象
な
り
と
雖
も
、
一
面
国

よ
り
埋
立
て
ら
れ
た
。

　
し
か
し
、
後
者
は
、
私
営
の
出
願
に
対
し
て
、

市
の
計
画
と
の
対
立
の
中
で
、
”
目
前
ノ
経
済

ト
同
時
二
永
遠
ノ
利
益
ヲ
考
慮
”
し
て
、
こ
の

水
面
は
、
将
来
市
に
と
っ
て
必
要
で
あ
り
。

　
”
市
ガ
設
備
ノ
必
要
ヲ
感
ジ
タ
時
二
困
難
ヲ
感

ズ
ル
場
合
が
必
ズ
オ
キ
ル
”
と
し
て
、
市
営
論

で
決
着
し
、
現
在
の
交
通
局
の
前
身
、
電
気
局

で
埋
立
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

③
-
民
営
か
ら
公
営
へ

　
昭
和
六
年
に
起
き
た
満
州
事
変
は
、
軍
拡
と

工
業
化
を
更
に
進
め
、
京
浜
一
帯
の
臨
海
部
、

埋
立
て
へ
人
々
の
注
目
を
集
め
る
こ
と
に
な
る
。

　
当
時
、
鶴
見
、
川
崎
地
先
に
は
、
浅
野
総
一

郎
の
京
浜
運
河
株
式
会
社
が
埋
立
免
許
を
申
請

し
て
い
た
が
、
内
務
省
は
関
東
大
震
災
の
応
急

施
設
を
東
京
湾
と
併
せ
て
施
工
し
て
以
来
、
国

公
営
の
方
針
で
予
算
要
求
し
て
き
た
経
緯
も
あ

り
、
こ
の
よ
う
な
大
事
業
は
公
営
で
行
う
べ
き

で
あ
る
と
い
う
意
見
も
強
く
、
民
営
論
と
対
立

し
て
容
易
に
結
論
が
出
ず
、
受
理
し
た
ま
ま
と

な
っ
て
い
た
。

　
昭
和
八
年
、
国
際
連
盟
を
脱
退
し
た
日
本
は
、

国
際
的
に
も
孤
立
化
し
、
国
の
統
制
下
に
お
け

る
産
業
振
興
が
国
策
と
な
り
、
そ
の
た
め
に
も

京
浜
地
区
で
の
臨
海
工
業
用
地
造
成
が
急
務
と

な
っ
た
。
昭
和
十
一
年
、
「
内
務
省
の
方
針
」

と
し
て
国
公
営
と
私
営
と
を
比
較
し
、
”
最
近

全
国
各
地
に
工
業
港
施
設
の
出
現
を
見
る
。
・
：

表‐３　横浜における新田開発・埋立事業の利用目的・事業主体の変遷

際
関
係
の
実
情
に
鑑
み
、
国
防
上
の
須
要
等
を

併
せ
考
慮
す
る
と
き
、
之
を
産
業
界
の
自
治
的

発
達
に
委
す
る
こ
と
な
く
、
政
府
に
於
て
も
亦

各
種
の
助
成
方
策
等
を
講
じ
、
以
て

益
々
此
の
趨
向
を
誘
導
馴
致
す
る
必

要
極
め
て
緊
切
な
り
と
云
わ
ざ
る
べ

か
ら
ず
”
と
し
、
ア
事
業
資
金
と
経

営
の
確
実
性
イ
公
共
施
設
の
整
備
及

び
維
持
管
理
ウ
土
地
利
用
処
分
の
合

理
性
・
事
業
の
誘
致
の
有
利
さ
な
ど

か
ら
み
て
、
私
営
は
欠
陥
が
多
い
と

の
観
点
か
ら
、
京
浜
運
河
の
開
削
、

埋
立
地
の
造
成
は
、
国
の
助
成
の
下

側
面
は
あ
っ
た
も
の
の
民
間
の
活
力
を
活
用
し

た
民
営
埋
立
て
が
、
公
営
に
移
行
し
て
ゆ
く
き

っ
か
け
と
な
っ
た
。

土
地
利
用
の
変
遷
…
…
根
岸
湾
埋
立

地
の
一
例
…
…

　
明
治
四
十
三
年
十
一
月
二
十
九
日
の
市
会
で

は
、
海
面
埋
め
立
て
の
議
員
建
議
が
な
さ
れ
、

根
岸
べ
磯
子
方
面
は
、
”
…
…
コ
ノ
海
面
ハ
非

常
ナ
ル
寄
州
二
相
成
ツ
テ
居
ツ
テ
僅
二
エ
ヲ
加

ヱ
レ
バ
地
面
ハ
完
成
ス
ル
、
殊
二
根
岸
町
ハ
後

ロ
ニ
山
ヲ
背
負
ツ
テ
、
其
ノ
土
砂
ヲ
以
テ
埋
メ
、

に
、
東
京
、
神
奈
川
県
が
実
施
す
る

公
営
案
の
決
定
を
み
る
の
で
あ
る
。

　
更
に
、
昭
和
十
二
年
以
来
の
日
中

戦
争
の
戦
時
生
産
力
の
拡
張
へ
の
対

応
と
し
て
、
「
臨
海
工
業
地
帯
造
成

方
針
」
が
内
務
省
土
木
会
議
で
議
決

さ
れ
た
。
”
既
成
臨
海
工
業
地
帯
ヲ

以
テ
シ
テ
ハ
到
底
之
等
大
量
ノ
需
要

二
応
ズ
ル
コ
ト
能
ハ
ザ
ル
ナ
リ
而
シ

テ
従
来
此
ノ
種
事
業
ハ
概
ネ
民
間
ノ

企
業
二
委
ネ
ラ
レ
タ
ル
所
ナ
リ
ト
雖

モ
企
業
計
画
ノ
如
何
ニ
ヨ
リ
テ
ハ
之

ヲ
官
公
営
ト
ナ
ス
ヲ
適
当
”
で
あ
る

と
し
、
施
設
費
の
三
分
の
一
補
助
等

に
よ
り
、
”
現
下
国
策
ノ
遂
行
二
順

応
”
さ
せ
る
こ
と
を
打
ち
出
し
た
。

こ
の
方
針
は
、
従
来
の
利
権
獲
得
の

若
ク
ハ
海
面
ノ
土
ヲ
或
方
法
ヲ
以
テ
ポ
ン
プ
式

　
（
ポ
ン
プ
式
浚
渫
船
と
思
わ
れ
る
が
、
カ
ツ

タ
ー
レ
ス
・
サ
ク
シ
ョ
ン
式
で
明
治
三
十
三
年

輸
入
で
、
一
般
的
に
使
わ
れ
た
か
ど
う
か
疑

問
）
力
何
カ
デ
埋
メ
ル
ト
カ
ソ
レ
ハ
技
術
者
ノ

御
調
査
二
依
ル
ダ
ラ
ウ
カ
ト
思
ヒ
マ
ス
ガ
此
海

面
ハ
容
易
ニ
埋
メ
ラ
レ
ル
ヤ
ウ
ニ
思
ヒ
マ
ス
、

サ
ウ
シ
タ
ナ
ラ
バ
工
業
誘
致
ノ
為
ニ
ハ
非
常
ニ

有
利
”
と
な
る
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ

の
時
点
で
は
市
営
の
工
場
用
地
埋
立
て
と
い
う

こ
と
に
な
る
。

　
し
か
し
、
大
正
二
年
六
月
、
漁
業
組
合
と
埋

立
て
の
同
意
条
件
に
運
河
と
船
入
堀
の
設
置
が

必
要
と
な
り
、
事
業
採
算
上
、
縮
少
の
変
更
が

提
案
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
”
地
区
ト
シ
テ
ハ
、

商
業
地
、
工
業
地
、
衛
生
地
ノ
区
分
が
必
要
デ

ア
ル
ガ
是
（
根
岸
方
面
）
ハ
、
無
論
衛
生
地
ニ

80
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属
ス
ル
部
分
デ
ア
ル
…
…
…
是
ト
姉
妹
案
ト
シ

テ
、
即
チ
神
奈
川
方
面
、
子
安
町
ノ
海
面
ノ
埋

立
テ
（
「
子
安
・
生
麦
地
先
」
）
”
を
計
画
し
た

と
し
て
お
り
、
ま
た
”
此
土
地
ハ
非
常
ニ
健
康

ニ
適
ス
土
地
”
で
あ
り
”
殊
ニ
厳
寒
ノ
候
ニ
於

テ
熱
海
ヨ
リ
一
～
二
度
暖
イ
サ
ウ
デ
”
あ
り
。

　
”
衛
生
地
ト
シ
非
常
ニ
適
当
デ
ア
ル
”
と
言
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
、
工
場
招
致
策
を
市
是

と
し
て
い
る
と
は
い
え
、
神
奈
川
方
面
と
の
機

能
分
担
、
つ
ま
り
両
翼
の
一
方
を
、
工
業
用
地

根
岸
方
面
を
住
宅
用
地
と
し
て
利
用
す
る
方
向

が
読
み
と
れ
る
。

　
こ
の
こ
と
は
、
大
正
十
五
年
六
月
の
「
中
区

根
岸
町
地
先
」
、
「
滝
頭
町
地
先
（
旧
鳳
町
）
」

　
（
図
－
３
、
６
の
③
、
⑥
）
に
な
る
と
埋
立
免

許
申
請
書
で
は
、
住
宅
地
造
成
と
さ
れ
、
よ
り

鮮
明
と
な
る
。

　
昭
和
四
年
二
月
、
市
港
湾
部
発
行
の
「
横
浜

の
港
湾
」
で
は
、
「
子
安
生
麦
地
先
」
埋
立
工

事
は
、
市
営
の
工
場
用
地
埋
立
て
と
位
置
づ
け

根
岸
方
面
は
、
「
根
岸
町
地
先
住
宅
地
」
の
項

を
設
け
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
。
本
市

に
於
け
る
港
湾
、
運
河
、
道
路
、
公
園
、
公
衙

学
校
等
の
（
関
東
大
震
災
に
よ
る
）
復
興
事
業

は
、
略
完
成
し
、
経
済
的
復
興
事
業
の
主
眼
た

る
工
業
地
造
成
事
業
も
方
に
其
の
緒
に
著
き
、

本
港
将
に
又
本
市
の
隆
盛
、
内
外
人
士
の
来
集

期
し
て
待
つ
を
得
る
こ
と
と
な
っ
た
。
此
の
時

に
当
り
理
想
的
住
宅
地
の
造
成
は
港
湾
設
備
と

し
て
必
要
で
あ
る
。
本
埋
立
区
域
は
、
湾
内
の

碧
波
を
隔
て
て
翠
轡
の
房
総
眼
前
に
横
は
り
、

白
帆
を
孕
む
漁
船
は
絵
の
如
く
出
入
大
船
巨
船

指
呼
の
裡
に
眺
望
せ
ら
れ
、
風
光
絶
佳
で
あ
る
、

尚
背
面
北
西
方
は
山
を
控
え
、
前
面
東
南
方
は

全
く
開
け
て
海
に
面
し
、
衛
生
保
健
に
適
し
、

実
に
理
想
的
住
宅
地
で
あ
る
。
埋
立
地
に
は
幅

一
八
間
（
約
三
二
ｍ
）
の
海
岸
遊
歩
道
路
、
其

他
の
道
路
並
に
一
二
〇
〇
坪
（
約
〇
・
四
ｈ
ａ
）

の
小
公
園
あ
り
、
埋
立
地
両
翼
に
は
波
除
堤
を

築
造
し
、
夫
々
六
千
余
坪

　
（
約
二
ｈ
ａ
）
の
船
溜
り
を

設
け
て
漁
船
、
遊
船
の
利

用
に
供
す
る
考
で
あ
る
”

　
（
図
－
６
）
。
ま
た
、
図

－
３
の
⑦
ま
た
は
図
－
６

の
本
牧
寄
り
三
角
地
の

　
「
一
の
谷
・
二
の
谷
地

先
」
埋
立
計
画
で
は
、
前

に
の
べ
た
”
根
岸
町
ノ
埋

立
ノ
東
ニ
隣
り
マ
シ
テ
約

四
万
六
千
坪
バ
カ
リ
ノ
水

面
ヲ
埋
立
マ
シ
テ
住
宅
地

ニ
シ
タ
イ
ノ
デ
ア
リ
マ

ス
”
と
し
て
、
”
海
岸
ニ

美
シ
イ
逍
逢
道
路
ヲ
設
ケ

マ
シ
テ
、
尚
ホ
海
水
浴
等

二
便
宜
ノ
為
、
海
岸
二
階

段
ヲ
四
ヶ
所
（
半
楕
円
形

の
露
台
と
称
し
て
い
た
バ

ル
コ
ニ
ー
）
設
ケ
、
根
岸

ト
統
一
的
二
施
設
ス
ル
コ
ト
ガ
宅
地
経
営
上

必
要
”
で
あ
る
と
し
て
埋
立
て
の
申
請
を
し
て

い
る
。

　
こ
の
バ
ル
コ
ニ
ー
は
、
同
時
期
の
昭
和
五
年

に
開
園
し
た
山
下
公
園
に
み
ら
れ
る
も
の
と
比

較
す
る
と
計
画
上
の
類
似
性
が
み
ら
れ
興
味
深

い
も
の
が
あ
り
、
現
代
の
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン

ト
の
親
水
性
の
考
え
方
に
も
通
じ
る
も
の
と
し

て
注
目
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
満
州
事
変
、
日
中
戦
争
を
経
て
第

二
次
大
戦
へ
と
ひ
た
走
る
中
で
、
二
章
③
項
で

述
べ
た
よ
う
に
戦
時
生
産
力
増
強
へ
の
対
応
は
、

昭
和
十
五
年
、
内
務
省
土
木
会
議
の
「
方
針
」

と
な
り
、
根
岸
方
面
は
、
図
－
３
の
⑧
の
臨
海

工
業
地
帯
計
画
へ
、
神
奈
川
方
面
は
、
ク
シ
形

の
商
港
ふ
頭
計
画
（
図
－
５
の
点
線
）
か
ら
第

二
次
大
戦
後
の
大
黒
町
埋
立
事
業
の
原
型
と
な

る
「
大
黒
町
・
宝
町
地
先
」
埋
立
て
計
画
（
図

図‐５　昭和15年土木会議計画図

図‐６　中区根岸町･本牧町地先埋立計画

大正15年　根岸町地先埋立計画（横浜市港湾部･横浜の港湾、昭和４・２による）
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－
５
の
⑥
）
へ
と
、
い
ず
れ
も
が
臨
海
工
業
地

帯
造
成
計
画
へ
と
変
わ
っ
て
ゆ
く
。

　
昭
和
十
二
年
三
月
に
は
、
”
風
光
明
媚
に
し

て
気
候
温
和
な
る
此
の
地
方
（
根
岸
・
磯
子
方

面
）
が
将
来
京
浜
両
都
市
の
住
宅
地
に
発
展
す

べ
き
を
考
慮
し
、
横
浜
市
は
万
難
を
排
し
て
現

在
の
桜
木
町
駅
よ
り
省
線
（
現
Ｊ
Ｒ
）
を
此
の

地
に
延
長
す
べ
く
…
…
遠
か
ら
ず
之
が
実
現
の

運
び
に
至
る
”
こ
と
に
な
っ
て
い
た
「
桜
木
町

よ
り
北
鎌
倉
に
至
る
鉄
道
」
が
鉄
道
敷
設
法
の

予
定
路
線
と
し
て
採
択
さ
れ
る
。
更
に
、
昭
和

十
二
年
、
「
中
区
根
岸
町
地
先
」
の
埋
立
費
の

起
債
申
請
理
由
書
に
は
、
こ
の
埋
立
予
定
地
の

一
部
が
鉄
道
用
地
と
し
て
国
に
寄
附
す
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
、
”
省
線
の
第
一
期
工
事
路
線

は
、
市
内
桜
木
町
駅
よ
り
、
大
岡
川
左
岸
に
沿

ひ
石
川
町
、
滝
の
上
並
び
に
、
根
岸
町
、
芝
生

町
（
現
、
根
岸
町
）
地
先
公
有
水
面
埋
立
地
を

経
、
磯
子
町
に
至
る
こ
と
に
決
定
を
見
”
て
い

る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
国
の
財
政
事
情
か
ら

こ
の
起
債
は
認
め
ら
れ
ず
、
昭
和
五
年
度
冬
期

失
業
救
済
事
業
に
よ
り
、
埋
立
土
は
河
川
運
河

の
浚
渫
土
、
塵
芥
焼
却
場
の
残
滓
な
ど
に
よ

り
進
め
ら
れ
た
が
、
第
二
次
大
戦
直
後
は
、
戦

災
瓦
喋
捨
場
と
な
る
な
ど
紆
余
曲
折
を
経
て
、

そ
の
一
部
（
図
－
３
の
⑩
）
が
完
成
し
た
の
は

昭
和
二
十
四
年
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
埋
立

地
は
、
当
時
、
長
者
町
七
丁
目
～
若
葉
町
の
一

部
に
あ
っ
た
占
領
軍
第
八
軍
の
飛
行
場
の
移
転

先
と
し
て
昭
和
二
十
五
年
四
月
か
ら
根
岸
飛
行

場
と
し
て
一
時
使
用
さ
れ
た
。

　
一
方
、
図
－
３
の
③
ま
た
は
⑤
の
旧
鳳
町

　
「
根
岸
町
・
滝
頭
地
先
」
は
、
免
許
申
請
上
は
、

住
宅
地
造
成
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
十
四
年
三
月
、

市
会
で
は
、
南
洋
定
期
航
空
発
着
場
と
航
空
研

究
所
の
設
置
に
関
し
、
逓
信
大
臣
あ
て
の
建
議

を
行
っ
た
。
こ
の
埋
立
地
に
つ
く
ら
れ
た
発
着

場
か
ら
は
、
水
上
飛
行
艇
に
よ
る
サ
イ
パ
ン
・

パ
ラ
オ
諸
島
間
の
運
航
が
終
戦
ま
で
続
い
た
。

　
ま
た
、
埋
立
地
の
一
部
は
整
地
さ
れ
、
野
球

グ
ラ
ン
ド
に
使
わ
れ
た
り
、
昭
和
六
年
に
は
、

県
営
運
動
場
計
画
も
あ
っ
た
が
立
消
え
と
な
る

な
ど
、
当
初
の
造
成
目
的
か
ら
有
為
転
変
の
末
、

第
二
次
大
戦
後
は
、
米
軍
に
接
収
さ
れ
、
解
除

後
は
、
「
根
岸
湾
埋
立
事
業
」
の
一
部
と
な
り
、

全
国
初
の
鋼
製
マ
ン
モ
ス
プ
ー
ル
の
建
設
、
根

岸
線
の
用
地
と
な
り
、
ま
た
、
石
油
タ
ン
ク
群

の
並
ぶ
臨
海
工
業
用
地
へ
と
変
身
し
た
。
現
在
、

こ
れ
ら
の
歴
史
を
伝
え
る
べ
き
手
掛
り
は
全
く

と
い
っ
て
よ
い
く
ら
い
見
当
ら
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
が
、
こ
の
埋
立
地
ほ
ど
時
代
の
波
に
翻

弄
さ
れ
た
所
は
他
に
は
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。

　
こ
れ
ま
で
、
双
子
の
姉
妹
と
し
て
生
ま
れ
つ

つ
、
全
く
別
な
生
き
ざ
ま
を
た
ど
っ
た
二
つ
の

埋
立
て
地
を
み
て
き
た
が
、
こ
こ
で
思
い
起
こ

さ
れ
る
の
は
、
明
治
三
十
一
年
、
日
清
戦
争
の

戦
後
経
営
の
中
で
生
ま
れ
た
「
本
牧
十
二
天
、

根
岸
、
屏
風
ヶ
浦
、
金
沢
村
富
岡
地
先
」
海
面

埋
立
て
計
画
で
あ
る
。
（
表
－
１
参
照
）

　
面
積
で
み
れ
ば
、
第
二
次
大
戦
後
の
本
牧
ふ

頭
か
ら
根
岸
湾
に
か
け
て
の
臨
海
工
業
地
帯
に

匹
敵
し
、
土
地
利
用
も
工
場
、
倉
庫
の
建
設
用

地
を
も
く
ろ
ん
で
い
た
。
た
だ
、
計
画
図
が
見

ら
れ
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
。
当
時
の
社
会
状

況
で
は
、
利
権
獲
得
の
手
段
で
あ
っ
た
か
も
知

れ
な
い
が
、
現
在
の
根
岸
湾
臨
海
工
業
地
帯
を

見
通
し
て
い
た
と
す
れ
ば
先
見
の
明
の
あ
る
も

の
と
評
価
さ
れ
よ
う
。

　
い
ず
れ
に
し
ろ
、
海
面
埋
立
て
と
造
成
さ
れ

た
土
地
の
利
用
が
生
み
落
と
さ
れ
た
時
代
の
社

会
、
経
済
的
背
景
を
映
す
鏡
で
あ
る
と
す
れ
ば

そ
の
変
遷
を
た
ど
る
こ
と
も
、
こ
れ
か
ら
の
海

の
利
用
を
考
え
る
上
で
意
義
の
あ
る
こ
と
と
思

わ
れ
る
の
で
あ
る
。

〈
港
湾
局
臨
海
開
発
部
長
〉

　
（
注
）

１
　
『
横
浜
市
会
速
記
録
』
大
正
六
年
八
月
十
日
、

　
一
四
〇
～
一
四
四
ペ
ー
ジ
。

２
　
『
横
浜
市
会
史
』
第
二
巻
、
二
一
四
～
二
一
六

　
ペ
ー
ジ
。

３
　
『
横
浜
市
史
』
第
四
巻
下
、
一
五
一
～
一
五
二

　
ペ
ー
ジ
。

４
　
『
横
浜
市
会
速
記
録
』
明
治
四
十
四
年
三
月
七

　
日
、
五
三
～
五
六
ペ
ー
ジ
。

５
　
『
横
浜
市
史
』
第
五
巻
下
、
三
二
四
ペ
ー
ジ
。

６
　
「
横
浜
市
会
速
記
録
」
大
正
三
年
八
月
六
日
、

　
二
一
二
～
二
一
三
ペ
ー
ジ
。

７
　
「
埋
立
免
許
命
令
書
」
神
奈
川
県
指
令
土
第
一

　
七
〇
九
号
、
県
知
事
池
田
宏
よ
り
横
浜
市
あ
て
。

８
　
『
神
奈
川
県
会
史
』
第
五
巻
、
三
二
～
三
九
ぺ

　
ー
ジ
、
昭
和
三
十
二
年
十
一
月
。
ま
た
は
、
『
神
奈

　
川
県
企
業
庁
史
』
、
七
五
一
～
七
五
三
ペ
ー
ジ
。
昭

　
和
三
十
八
年
三
月
。

９
　
東
京
市
『
東
京
湾
誌
』
、
七
九
～
八
二
ペ
ー
ジ
、

　
昭
和
十
七
年
三
月
。

1
0
　
横
浜
市
土
木
局
「
昭
和
十
六
年
十
月
横
浜
市
振

　
興
対
策
要
綱
」
、
一
四
一
～
一
四
二
ペ
ー
ジ
、
昭
和

　
十
六
年
十
二
月
二
十
日
。

1
1
　
同
上
、
四
一
～
七
五
ペ
ー
ジ
。

1
2
　
横
浜
市
『
市
政
概
要
』
一
九
五
二
年
版
、
一
七

　
九
～
一
八
〇
ペ
ー
ジ
、
昭
和
二
十
八
年
一
月
二
十

1
3
　
『
横
浜
市
会
速
記
録
』
、
大
正
三
年
三
月
七
日
、

　
七
一
ペ
ー
ジ
。

1
4
　
山
口
、
住
田
『
公
有
水
面
埋
立
法
』
、
日
本
港
湾

　
協
会
、
一
～
五
ペ
ー
ジ
、
昭
和
二
十
九
年
十
二
月
。

1
5
　
山
田
操
『
京
浜
都
市
問
題
史
』
、
恒
星
社
厚
生
閣

　
二
三
ペ
ー
ジ
、
昭
和
四
十
九
年
二
月
。

1
6
　
『
横
浜
市
史
』
第
四
巻
下
、
四
六
～
五
三
ペ
ー

　
ジ
。
佃
友
次
郎
『
横
浜
海
面
埋
立
事
件
顛
末
録
』
、

　
明
治
三
十
二
年
十
一
月
二
十
日
。
新
野
周
朔
『
埋

　
立
事
件
顛
末
録
辨
妄
』
、
明
治
三
十
二
年
十
二
月
二

　
日
な
ど
。

1
7
　
『
横
浜
市
会
史
』
第
三
巻
、
五
八
八
～
五
九
五

　
ペ
ー
ジ
。
戸
井
嘉
作
『
横
浜
市
政
夜
話
』
、
四
一
～

四
五
ペ
ー
ジ
、
昭
和
八
年
十
月
。

1
8
　
『
横
浜
市
史
』
第
四
巻
下
、
五
三
ペ
ー
ジ
。

1
9
　
『
横
浜
市
会
速
記
録
』
大
正
十
年
九
月
二
十
九

　
日
、
一
二
一
ペ
ー
ジ
。

2
0
　
運
輸
省
第
二
港
湾
建
設
局
『
横
浜
港
修
築
史
』
、

　
五
〇
七
ペ
ー
ジ
、
昭
和
五
十
八
年
三
月
。

2
1
　
内
務
省
土
木
局
港
湾
課
『
港
湾
関
係
例
規
』
一

　
五
二
ペ
ー
ジ
、
昭
和
十
六
年
三
月
。

2
2
　
『
横
浜
市
会
速
記
録
』
昭
和
四
年
一
月
三
十
一

　
日
、
三
六
ペ
ー
ジ
。

2
3
　
横
浜
市
土
木
局
『
横
浜
港
』
、
七
〇
ペ
ー
ジ
、
昭

　
和
十
三
年
三
月
。

2
4
　
『
横
浜
貿
易
新
報
』
昭
和
四
年
六
月
十
日
。

2
5
　
『
横
浜
市
史
稿
政
治
編
』
七
〇
三
～
七
〇
九
ペ

　
ー
ジ
。
『
横
浜
貿
易
新
報
』
明
治
三
十
一
年
七
月
二

　
十
六
日
。
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日
。
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